
中３国 1-

次
の

、

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一

二

次
の

か
ら

ま
で
の
文
中
の

線
部
の
漢
字
の
正
し
い
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。

一

１

３

税
金
を
納
め
る
。

１

予
測
が
困
難
な
時
代
。

２

机
上
を
整
理
す
る
。

３
次
の

か
ら

ま
で
の
文
中
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。

二

１

３

か

い

モ
え
や
す
い
素
材
。

１

ホ
ウ
リ
ツ
を
学
ぶ
。

２

手
作
り
の
ベ
ン
ト
ウ
を
持
っ
て
い
く
。

３
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国
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中３国 2-

次
の

、

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一

二

次
の

か
ら

の
（

）
の
中
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
も
の
を
、

か
ら

ま
で
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

一

ア

オ

１

４

ず
つ
選
び
な
さ
い
。

弟
子
を
手
塩
に
（

ひ
い
て

に
ぎ
っ
て

ま
い
て

か
け
て
）
育
て
る
。

ア

１

２

３

４

友
達
に
将
来
の
（

抱
負

初
心

感
想

意
志
）
を
話
す
。

イ

１

２

３

４

（

た
た
ず
む

た
な
び
く

た
て
こ
も
る

た
ち
な
ら
ぶ
）
雲
の
間
か
ら
、
春
の
光
が
も

ウ

１

２

３

４

れ
て
い
る
。

地
域
の
伝
統
的
な
文
化
を
（

景
勝

敬
称

継
承

警
鐘
）
す
る
。

エ

１

２

３

４

私
が
プ
リ
ン
ト
を
集
め
て
、
先
生
に
（

お
届
け
な
さ
り
ま
す

お
届
け
し
ま
す

お
届
け
ら
れ
ま
す

オ

１

２

３

お
届
け
に
な
り
ま
す

。

４

）

次
は
、
留
学
生
の
ア
ン
さ
ん
と
先
生
の
会
話
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

二

線
部
「
母
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た

」
は

「
母
が
イ
ギ
リ
ス
に
帰
り
ま
し
た

」
と
い
う
言
い
方
が

。

、

。

正
し
い
言
い
方
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

か
ら

ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１

４

一
つ
の
行
動
に
謙
譲
語
と
尊
敬
語
を
同
時
に
使
わ
な
い
か
ら

１

家
族
の
こ
と
を
他
人
に
話
す
と
き
に
は
尊
敬
語
を
使
わ
な
い
か
ら

２

自
分
の
こ
と
を
紹
介
す
る
と
き
に
は
丁
寧
語
を
使
わ
な
い
か
ら

３

年
上
の
人
の
動
作
や
物
事
に
対
し
て
は
謙
譲
語
を
使
わ
な
い
か
ら

４

２

母
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ン

寂
し
く
な
り
ま
す
ね
。

先
生
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〈
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１
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４



■
正
答

１

１

お
さ
（
め
る
）

２

こ
ん
な
ん

３

き
じ
ょ
う

一

１

燃
（
え
や
す
い
）

２

法
律

３

弁
当

二

２

ア

４

イ

１

ウ

２

エ

３

オ
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２
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令
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ほ
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中３数- 1

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）ある数を３でわると、商が a で余りが２になります。ある数を、a を用い
た式で表しなさい。

（２）赤いテープと白いテープの長さについて、次のことがわかっています。

赤いテープの長さは a ㎝です。

赤いテープの長さは、白いテープの長さの 倍です。

白いテープの長さは何㎝ですか。a を用いた式で表しなさい。

（３）連立方程式
y ＝３ x －２

を解きなさい。
y ＝２ x ＋３

（４）ある中学校の今年度の入学者数は男女合わせて２２３人で、昨年度の入学
者数より３人増えました。また、男子は昨年度より５％増え、女子は昨年度
より３％減りました。

このとき、昨年度の男子の入学者数と女子の入学者数を求めます。
祐太さんは、この問題を解くために、昨年度の男子の入学者を x 人、昨年

度の女子の入学者数を y 人として、連立方程式をつくりました。次の
に当てはまる式をつくりなさい。

ただし、つくった連立方程式を解く必要はありません。

x ＋ y ＝２２０

＝２２３

１

３

５

令和２年度 ほっかいどうチャレンジテスト 前年度サポート問題（第１回）

〔数学〕中３ 組 番 氏名



中３数- 2

ある学級で、「対頂角は等しい」ことの証明について、次の①、②を比べて考え
ています。

下の図のように、対頂角∠ a と∠ b について、

∠ a ＋∠ c ＝１８０°から、∠ a ＝１８０°－∠ c
∠ b ＋∠ c ＝１８０°から、∠ b ＝１８０°－∠ c

よって、∠ a ＝∠ b
したがって、対頂角は等しい。

下の図のように、対頂角∠ a と∠ b について、
∠ a と∠ b の大きさをそれぞれ測ると、

∠ a ＝６０ ° ∠ b ＝６０ °

また、２つの直線の交わる角度を変えて、同じように測ると、
∠ a ＝ ４０ ° のとき ∠ b ＝ ４０ °
∠ a ＝ ９０ ° のとき ∠ b ＝ ９０ °
∠ a ＝１１０ ° のとき ∠ b ＝１１０ °

よって、∠ a ＝∠ b
したがって、対頂角は等しい。

①、②がそれぞれ「対頂角は等しい」ことを証明できているかどうかについて、
正しく述べたものを、下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア ①も②も証明できている。
イ ①は証明できているが、②は証明できていない。
ウ ①は証明できていないが、②は証明できている。
エ ①も②も証明できていない。

２

②

①



中３数- 3

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） aｍの重さが bｇの針金があります｡この針金の１ｍの重さは何ｇですか｡
a 、b を用いた式で表しなさい。

（２）長さ１６㎝のひもを使って、いろいろな形の長方形を作ります。長方形の
縦の長さを変えると、横の長さがどのように変わるかを調べます。

長方形の縦の長さを x ㎝、横の長さを y ㎝とするとき、y を x の式で表しな
さい。

（３）｢木の高さは１５ｍ以下である｣という数量の関係を､木の高さを x ｍとして
不等式で表しなさい。

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）１５００ｍの道のりを歩きます。x ｍ歩いたときの残りの道のりを y ｍと
します。このとき、x と y の関係について、下のアからエまでの中から正し
いものを１つ選びなさい。

ア y は x に比例する。
イ y は x に反比例する。
ウ y は x の一次関数である。
エ x と y の関係は、比例、反比例、一次関数のいずれでもない。

（２）一次関数 y ＝２x ＋７について、x の値が１から４まで増加したときの y の
増加量を求めなさい。

４

３



中３数- 4

下の樹形図は、３枚の硬貨Ａ、Ｂ、Ｃを同時に投げるときの表と裏の出方につい
て、表を◯、裏を×として、全ての場合を表したものです。

このとき、表が２枚、裏が１枚出る確率を求めなさい。ただし、硬貨の表と裏
の出方は、同様に確からしいとします。

ある郵便物の重さをデジタルはかりで調べたところ、３０.２ｇと表示されまし
た。この数値は小数第２位を四捨五入して得られた値です。この郵便物の重さの
真の値を a ｇとしたとき、a の範囲を不等式で表したものとして正しいものを、
下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア ３０.１５＜ a ＜３０.２５
イ ３０.１５≦ a ＜３０.２５
ウ ３０.１５≦ a ≦３０.２４
エ ３０.１５＜ a ≦３０.２４

６

５

硬貨Ａ 硬貨Ｂ 硬貨Ｃ



中３数- 5

下の図のように、正方形ＡＢＣＤの辺ＡＢの中点をＥ、辺ＢＣの中点をＦとします。

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）ＡＦ＝ＣＥになることを証明しなさい。

（２）正方形でない四角形ＡＢＣＤの辺ＡＢの中点をＥ、辺ＢＣの中点をＦとすると
き、四角形ＡＢＣＤがどんな四角形ならば、ＡＦ＝ＣＥになりますか。

「～ならば、･･････になる。」という形で書きなさい。

７



中３数- 6

あるボウリング場では、貸し出し用の靴をすべて新しいものに買い替えようと
しています。そのために、貸し出し用の靴の総数や、過去１か月間に靴が貸し出
された回数について調べました。

調べたこと

○ 貸し出し用の靴の総数 ２００足
○ 貸し出された回数の合計 ７２６０回
○ 貸し出された靴のサイズの平均値 ２４．５㎝
○ 靴のサイズごとの貸し出された回数のグラフ

上のグラフから、例えば、２３．５㎝の靴は５２４回貸し出されたことがわかり
ます。
調べたことをもとに、どのサイズの靴を何足買うかを考えます。

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）「貸し出された靴のサイズの平均値である２４．５㎝の靴を最も多く買う」と
いう考えは適切ではありません。その理由を、調べたことのグラフの特徴をも
とに説明しなさい。

（２）２５．５㎝の靴を何足買うかを考えるために、２５．５㎝の靴が貸し出された
回数の相対度数を求めます。その相対度数を求める式を書きなさい。ただし、
実際に相対度数を求める必要はありません。

８



ア イ ウ エ

ア イ ウ エ

令和２年度「ほっかいどうチャレンジテスト」前年度サポート問題（第１回）

中学校第３学年

数学 解答用紙

★問題は16問あります。

１

(1) (2 ) cm

(3) x ＝ 、 y ＝ (4 )

２

３

(1) g (2) (3)

４
(1) (2 )

５

学校名 組 出席番号 氏 名

／16問中



６

７
(1)

(2)

８
(1)

(2)

ア イ ウ エ



ア イ ウ エ

ア イ ウ エ

a
５

３

令和２年度「ほっかいどうチャレンジテスト」前年度サポート問題（第１回）

中学校第３学年

数学 解答（生徒用）

１

(1) ３ a ＋２ (2 ) cm

（例）

(3) (4 ) １.０５x＋０.９７y

２

３

(1) g (2) (3)

４

(1) (2 ) ６

５

学校名 組 出席番号 氏 名

／16問中

x ＝５ 、y ＝１３

b
a y ＝－ x＋８ x ≦１５

「以下」はその数を含むので「≧、≦」、「未満」は
その数を含まないので「＞、＜」の不等号を使って表し
ます。

３
８

次の式でも正解です。

１０５ ９７x＋ y
１００ １００



ア イ ウ エ
６

７ (例)
(1) △ＡＢＦと△ＣＢＥにおいて、

正方形の４つの辺はすべて等しいから、
ＡＢ＝ＣＢ ……①

点Ｅ、Ｆはそれぞれ辺ＡＢ、ＢＣの中点だから、
①より

Ｂ Ｆ＝ＢＥ ……②
共通な角だから、

∠ＡＢＦ＝∠ＣＢＥ ……③
①、②、③より、２組の辺とその
間の角がぞれぞれ等しいから、

△ＡＢＦ≡△ＣＢＥ
合同な図形の対応する辺は等しいから

ＡＦ＝ＣＥ

（正答例）

(2) ・四角形ＡＢＣＤがひし形ならば、ＡＦ＝ＣＥになる。

・四角形ＡＢＣＤがＡＢ＝ＢＣの四角形ならば、

ＡＦ＝ＣＥになる。

８ （正答例）

(1) 例１ グラフの山の頂上にあたる靴のサイズは

２４．５㎝ではないので、２４．５㎝の靴を最

も多く買うことは適切ではない。

例２ ２４．５㎝は最頻値ではないので、２４．５㎝

の靴を最も多く買うことは適切ではない。

(2) １０８７÷７２６０

最後に書いた証明の内容を振り返
り、書いた証明と図との関連を振り
返ることが大切です。

図形の着目すべき
性質や関係から、証
明に必要な条件を示
します。

（正答の条件）
次の①、③、または②、③について記述している

ものを正解とします。
① グラフの山の頂上にあたる靴のサイズは
２４．５㎝ではないこと。
② ２４．５㎝は最頻値ではないこと。
③ ２４．５㎝の靴を最も多く買うことは適切
ではないこと。

前提と結論の両方を正しく記
述することが大切です。


